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Abstract Conversation understanding is one of the most important tasks in natural language processing. Re-

cently, many researchers have studied multi-party conversation. For conversation analysis, corpora about multi–

party conversation have an important role. We are developing a freely available Japanese conversation corpus for

a decision-making task. We call it the Kyutech corpus. The current version of the Kyutech corpus contains topic

tags of each utterance and reference summaries of each conversation. In this paper, we focus on dialogue act tags.

We annotate two types of dialogue act tags, the AMI corpus and ISO 24617-2, to the Kyutech corpus, and then

discuss the results.
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この度あなた方には，商業施設「UBCモール」内のレストラン街において，「定食和屋（わや）」閉店後，
次に出店させる店舗を，UBCモールの経営者の立場で，決定していただきたいと思います．
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【UBCモールに関する情報】
　UBCモールは，A県 U市の中心部付近にあるショッピングモール（複合商業施設）で，スーパーマーケットと
    60 の専門店，ゲームセンター，映画館，7つのレストランなどから成ります．
主なターゲット：
   所在地の U市と隣接する X市の住民です． 休日などにカップルや家族連れが長時間滞在する時間消費型の施設
  としてのみならず，U市内に古くからある商店街の衰退に伴い，日用品の買い物を含む多くの役割を担っています．
立地・交通機関など：
   UBC モールには十分な無料駐車場の他に，U市内の各所からUBCモール向けのバスもあります．
   郊外型のショッピングモールではないため，UBCモールの周りには規模は大きくありませんが，いくつかの
   オフィスビルなども存在します．
   Ｕ市内には他にもスーパーマーケットやディスカウントストアなどの単体の商業施設がありますが，ショッピング
   モールは UBC モールのみです．
来客者に関する情報：
   営業時間は店舗によって異なります．最も大きな施設であるスーパーマーケットは 10 時から 23 時まで 開いています．
   以下のグラフは，UBCモール全体への時間別平均来客数（平日と土日祝）および平日の時間別の男女比率を表しています．
   土・日・祝日の男女比は，男性：女性＝４：６で，時間帯での男女比の大きなばらつきはありません．

店名 台湾ヌードル つけ麺　ふうじん 中華料理　四川

メニュー例
牛ヌードル：880円
ジャージャー麺：980円

つけ麺：700円
餃子：200円

麻婆豆腐：720円
中華丼：900円

予算 800円～1,200円 700円～1,000円 900円～1,500円
座席数 25 30 25

営業時間 11:00～23:00 11:00～23:00 11:00～23:00

・ここでしか食べられない味が
ある（20代男性）

・シメの雑炊まで食べればお腹
いっぱいになる（40代男性）

・手頃な予算で食べられる（20
代女性）

・スープのにおいがダメだった
（30代男性）

・つけ麺屋だが，普通のラーメ
ンも美味しい（30代男性）

・あともう少し安ければと思う
（30代男性）

・美味しい．何度も食べに行き
たい（30代女性）

・あっさりしていて美味しい
（20代女性）

・種類も豊富で家族連れも多い
（30代男性）

概要

20年前から県内にある，知る人
ぞ知る台湾ヌードルの老舗．日
本のラーメンとは違う独特な
スープは癖があるが好きな人に
はたまらない

全国で有名なつけ麺屋．県内の
ショッピングモールには初出
店．バラエティのあるメニュー
と麺を食べた後のシメの雑炊
（＋100円）が有名．

全国で300店舗以上を有する中
華料理チェーン店．手頃な値段
で本格的な中華を味わえると有
名．老若男女，幅広い客層に人
気．

別店舗の口コミ

1

ID 発話 必須タグ 追加タグ 追加タグ

D 今回の定食はあれですよね、(D ふさいけんだった)不採算だった/ Closed Sell

A そうそう/ Closed Sell

A 不採算ったから潰されるってことは採算取れないと+ Closed Sell

D <笑>/ Closed Sell

A 駄目みたいな空気が凄いあるからさあ/ Closed Sell

D <笑>/ Closed Sell

って考えたら、採算取れる店って何なんだろうっつったら、

ファミリープレートが一番売り上げが良い訳で+

D (L んー)/ Exist4 Sell

A ファミリープレートが+ Exist4 Sell

A なんで良いんだろうね(Q)/ Exist4 Sell

D メニュー、色んな店とか(? かな)/ Exist4 Menu

C プラス+ Exist4 Menu People

C 家族連れが+ Exist4 Menu People

C 多いって書いてあったんで、多分色んな種類あるとこに(?)+ Exist4 Menu People

A んー/ Exist4 Menu People

A (?)家族があって/ Exist4 Menu People

C 集まるんじゃないんすかね/ Exist4 Menu People

D あー/ Exist4 Menu People

休日はなんか消費が少なく長時間滞在、消費型って書いて

ありましたね、カップルや家族連れ/

Exist4 Sell

D People Mall

A

2
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“/”

(Q)
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• Fragment

• Inform

• Elicit-Information

• Suggest
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• Elicit-Offer-Suggest

• Assess

• Comment-About-Understanding
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• Be-Negative
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Cohen κ [6] Cohen κ
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P (O)− P (E)
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Assess - Inform (57)

Inform - Suggest (50)

Assess - Backchanel (45)

Assess - Suggest (29)

Assess - Fragment (8)

2 (AMI)

1 2

Assess 141 148

Backchanel 80 22

Inform 88 196

Suggest 126 76
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• DeclineSuggest
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1 Task

2 Auto-Feedback

3 Allo-Feedback

4 Turn-Management

5 Time-management

6 Discourse-Structure-management

7 Own-Communication-management

8 Partner-Communication-management

9 Social-Obligations-Management
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2
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4. 1 Cohen κ

κ 0.496

[2] 0.40 < κ < 0.60 fair

Fleiss [8] AMI

κ 0.371 0.1
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Task

4

Times(ALL)

Task 390

auto-Feedback 169

allo-Feedback 0

Turn-Mgt. 185

Time-Mgt. 55

Discourse-Structure-Mgt. 26

Own-Comm-Mgt. 38

Partner-Comm-Mgt. 7

Social-Obligations-Mgt. 0
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